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1．肺癌における最近の各種腫瘍マーカーの検討
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木本　　真　　上者郁夫

森本　節夫　　青野　　要

　　　　　　　　　（岡山大・放）

　原発性肺癌23例（腺癌7例，扁平上皮癌7例，小細胞

癌7例，大細胞癌2例）についてCA　125，　NSE，　SCCの

値を測定した．

　肺癌全体での陽性率は，CA　125はcut　off　35　U／m1

で52．3％，cut　off　65　U／m1で34．8％，　NSEはcut　off

10ng／mlで33．3％，　SCCはcut　off　2　ng／m1で42．9％

であり，それぞれ腺癌，小細胞癌，扁平上皮癌で他の組

織型に比し高い陽性率を示した．

　臨床病期別では，CA　125，　NSEは病期の進行に伴い

増加傾向がみられたが，SCCにはみられなかった．

　3種の腫瘍マーカー間には，相関はみられず，肺癌の

組織別に応じた腫瘍マーカーの選択が有用であると思わ

れた．

2．肺癌における各種腫瘍関連抗原（CEA，　TPA，　CA－

　125，SCC）測定の意義
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　肺癌51例（腺癌26例，扁平上皮癌20例，未分化癌5例）

について，その血中CEA，　TPA，　CA・125，　SCC，　NSE濃

度を測定し，その臨床的意義を検討した．腺癌では扁平

上皮癌に比して，CEA，　CA－125濃度の高値例が多く，

他方，扁平上皮癌ではSCC濃度の高値例がより多く観

察された．TPAに関しては，腺癌，扁平上皮癌ともに

ほぼ同等の陽性率を示した．未分化癌ではNSEの高値

例が多く観察された．

　TPAとCEA濃度を測定し，併せて評価すると，腺

癌および扁平上皮癌ではともに，90％以上の陽性率を示

した．

3．NSE（r・エノラーゼ）と塩野義「SD・8570」の比較検
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二抗体法によるNeuron　Specific　Enolaseの測定用キ
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